
 安房大神宮の森コモンプロジェクト  

 

＜ 愛沢伸雄メッセージ（NPO 法人安房文化遺産フォーラム代表）＞ 

 今、房総半島南端の館山市で、安房神社周辺の広大な森林を守るためのプロジェクトが始まりました。環境土木

の専門家である高田宏臣さんと、安房文化遺産フォーラム会員で精神科医師の渡辺克雄さんが共同代表となって株

式会社森と海を設立し、取り組みが進められています。文化財保存運動を 30 年続けてきた私も「コモン（共有財産）」

という考え方に共感し、闘病中の身ながら歴史検証などで協力することとなりました。 

 安房は「安らかな家」を意味し、その歴史をひもとくと、再生の力をもつ「よみがえりの地」だといえます。安房

大神宮の森に集う人びとはそうした力を得て、現代の困難な課題に立ち向かい、子どもたちに夢と希望を与える  

ための「新しい風」を吹かせることでしょう。そして、この壮大なプロジェクトは混迷した現代社会の羅針盤として

モデル的な取り組みになると確信しています。高田さんが提唱する憲章（草案）もご照覧のうえ、多く

の皆さんのご理解とご支援をいただけますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

2024 年 4 月 27 日に共同開催した「第１回目安房大神宮の森 風土・歴史フォーラム」は、YouTube

で公開されていますので、こちらもぜひご視聴ください。 
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